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１．はじめに 

美浜原子力緊急事態支援センター（以下「支援センター」という。）では，各原子力事業所

への緊急時資機材の搬送は支援センターの車両による陸路搬送を基本としているが，陸路遮断

時は各事業者が手配する民間ヘリ及び民間船舶での搬送に加え，更なる搬送の確実性（多様化）

を求め，自衛隊との連携による資機材搬送を行うことを進めている。 

この自衛隊との連携による支援センター資機材搬送について，確実に搬送することができる

ように国主催の令和元年度原子力総合防災訓練に合わせ，支援センター，自衛隊及び事業者を

含めた総合的な実搬送訓練（以下「支援資機材搬送訓練」という。）を実施した。 

また，本訓練における想定発災事業所近郊において，支援資機材の一部を事前に陸送し，デ

モンストレーションを実施することで，支援センターの理解活動を実施した。 

２．支援資機材搬送訓練 

支援資機材搬送訓練は，支援センター併設のヘリ離着陸場（福井県）から自衛隊ヘリ（CH-

47：チヌーク）に支援の初動対応（偵察，確認等）に必要なドローン，ロボット等の支援資機

材を積込み，陸上自衛隊美保分屯地（鳥取県）まで空輸後，事業者側（中国電力）が手配した

車両に支援資機材を積替え，島根原子力発電所近郊（島根県）まで搬送した。 

本訓練は，支援資機材を支援センター，自衛隊及び事業者の連携による初めての実支援資機

材搬送訓練であったが，お互いに連携を図り安全かつ確実に搬送した。 

（添付資料－１） 

（１）支援資機材搬送訓練日時 

令和元年(2019)１１月１０日（日）７時３０分 １４時１５分

（添付資料－２） 

（２）支援資機材搬送 

支援センター（福井県）から島根原子力発電所近郊（島根県） 

（添付資料－１） 

（３）支援資機材搬送訓練時の搬送資機材 

支援の初動対応（偵察，確認等）に必要なドローン，ロボット及び同附属品（予備品，

バッテリー，中継器等）：陸上自衛隊保有のヘリ（CH-47）１機分 

（添付資料－３） 

（４）支援資機材搬送訓練の支援センター訓練者 

支援センターからは，指揮者１名，安全担当１名及び運搬者４名の計６名で対応した。 

（添付資料－４） 

（５）支援資機材搬送訓練の所掌範囲 

支援資機材搬送訓練に当たっては，支援センター，自衛隊及び事業者との三者にわたるこ

とから，支援資機材の搬送の所掌範囲を明確にして実施した。 

（添付資料－４） 
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① 支援センター 

a. 支援センター併設のヘリ離発着場における自衛隊ヘリ外での支援資機材の積込み作業 

b. 美保分屯地での自衛隊ヘリ外での支援資機材の荷卸し作業及び事業者手配車両外での

支援資機材の積込み作業 

② 自衛隊 

a. 自衛隊ヘリ内での支援資機材の搭載，配置及び固縛 

b. 支援資機材の美保分屯地までの空輸 

③ 事業者 

a. 事業者手配車両への支援資機材の積込み（車両内），固縛 

b. 支援資機材の美保分屯地から島根原子力発電所近郊までの搬送 

（６）支援資機材搬送訓練結果 

① 搬送支援資機材 

事前に陸上自衛隊保有のヘリ（CH-47）による，支援センターで搬送を想定している支

援資機材の搭載検証を平成３１年１月３０日に自衛隊協力のもと実施させて頂いた。 

この結果を基に，支援資機材搬送の優先順位及び自衛隊ヘリ（CH-47）搭載時の資機材

配置を予め定めていたことにより，支援センターでヘリ（CH-47）での搬送を想定してい

る支援資機材，ヘリ（CH-47）２機分の支援資機材のうち，ヘリ（CH-47）１機分で搬送す

る支援資機材を本訓練で実証・確認することができた。 

② 支援センター搬送要員 

支援センターの搬送要員については，発災現場での活動を想定し，ロボット操作要員及

びドローン操作要員を含めた搬送要員を選定した。また，支援資機材の自衛隊ヘリ（CH-

47）１機分への積込みは，６名で４０分程度を見込めば積込みができることを確認した。 

③ 安全上の配慮 

自衛隊との連携を視野に安全に搬送するための，指示命令系統（役割分担含む）の確立

と役割分担を明確にするため，令和元年１０月１８日及び同月２８日に陸上自衛隊金沢駐

屯地第１４普通科連隊において，支援センター員への教育を受講させて頂いた。 

支援資機材の自衛隊ヘリ（CH-47）搭載事前検証及び指示命令系統教育により，安全か

つ確実に支援資機材を搬送することができたと考える。 

（添付資料－５） 

（７）今後の反映 

① 支援資機材の搬送は，支援センターの搬送車両による陸路搬送を基本としているが，陸

路遮断時に各事業者が手配する民間ヘリ及び民間船舶での搬送について，各事業者と協

力しながら確実性を高めていくことを検討していく。 

② 万が一の自衛隊原子力災害派遣における連携に備え，自衛隊との連携による支援資機材

搬送訓練を継続する。また，支援資機材の搭載が未確認である輸送機及びエア・クッシ

ョン艇（L-CAC）事前搭載検証（輸送艦搭載検証済み）を行い支援センターでの改善，事

前準備品等の対策を構築する。 
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３．デモンストレーション 

 支援センターの理解活動として，１１月１０日の支援資機材搬送訓練に合わせ，自衛隊ヘリ

にて搬送する支援資機材の他に遠隔資機材を支援資機材搬送訓練前日の１１月９日に支援セ

ンター車両を用いた陸送により，遠隔資機材を島根原子力発電所近郊まで搬送し，デモンスト

レーションを実施した。 

（１）デモンストレーション日時 

令和元年(2019)１１月１０日（日）１４時００分 １４時５０分

（２）デモンストレーション場所 

島根原子力発電所近郊の資材置場（深田第二公園横） 

（３）デモンストレーション内容 

① デモンストレーションは，原子力事故で発生した高線量物，津波による大型ガレキの現

場を通過し，建屋入口までのアクセスルートを確保する想定で，中型ロボット及び小型

ロボットによる高線量物を模擬したガレキ撤去及び８ｔ，１ｔ無線重機による大型ガレ

キ撤去を実施した。 

② 今回のデモンストレーションに使用しなかったドローン及び小型ロボットの展示を実施

した。 

（添付資料－６） 

４．添付資料 

（１）支援資機材搬送訓練概要 

（２）支援資機材搬送 時系列 

（３）支援資機材搬送訓練時の搬送資機材（内訳） 

（４）支援資機材搬送時の支援センター員体制／搬送の所掌範囲 

（５）支援資機材搬送訓練状況 

（６）デモンストレーション状況 

以上 



年月日 令和元年１１月１０日（日）

行程

（実績）

内容

支援センター

美保分屯地

島根原子力発電所近郊

資材置き場

空輸

陸送

支援資機材搬送訓練概要 

支援センター併設のヘリ離着陸場（福井県）から自衛隊ヘリ（CH-47：チヌーク）に支援の初動対応（偵察，確認等）に必要なドローン，ロボ

ット等の支援資機材を積込み，陸上自衛隊美保分屯地（鳥取県）まで空輸後，事業者側（中国電力）が手配した車両に支援資機材を積替え，島根

原子力発電所近郊（島根県）まで搬送。

添
付
資
料
－
１
 

４
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支援資機材搬送 時系列

日     時 内             容 

１１月１０日 

 ７時３０分 自衛隊ヘリ（CH-47）陸上自衛隊美保分屯地 離陸 

 ９時３０分 自衛隊ヘリ（CH-47）美浜原子力緊急事態支援センターヘリ離着陸場 着 

 ９時４０分 

 １０時２０分

支援資機材自衛隊ヘリ（CH-47）積込み 

・ドローン，ロボット及び同附属品 

 １０時３０分 自衛隊ヘリ（CH-47）美浜原子力緊急事態支援センターヘリ離着陸場 離陸 

 １２時００分 自衛隊ヘリ（CH-47）陸上自衛隊美保分屯地 着 

 １２時１０分 

 １３時００分

支援資機材自衛隊ヘリ（CH-47）からの支援資機材 荷卸し 

支援資機材，事業者手配車両への積込み 

・ドローン，ロボット及び同附属品 

 １３時１５分 事業者手配車両，陸上自衛隊美保分屯地 出発 

 １４時１５分 
事業者手配車両，島根原子力発電所近郊 着 

・島根原子力発電所近郊資材置場（深田第二公園近傍） 

 １４時１５分 
事業者手配車両から支援センター搬送車両への積み替え 

・支援資機材の回収 

添付資料－２ 



支援資機材搬送訓練時の搬送資機材（内訳） 

種類 資機材 
搭載数量 合計重量 梱包時寸法長さ 幅 高さ 

実物台数 容器数 （ｋｇ） （ｃｍ） （ｃｍ） （ｃｍ） 

小
型

ロ
ボ
ッ
ト

PackBot（付属品はカーゴ内） １ ３（空２） １２３ ９１．５ ６４ ５４ 

SAKURA-1（付属品はカーゴ内） ２ ３（空１） １９０ ７５ ５１ ６７ 

中
型

ロ
ボ
ッ
ト

Kobra（付属品はカーゴ内） １ １ ２０１ １４０ ８０ ５０ 

本体（付属品はカーゴ内） ０ ２（空２） ２ １００ １００ １００ 

Ｕ
Ａ
Ｖ

付
属
品

UAV 付属部品等カーゴ １ １ １４１ ８０ １０７ １４５ 

ロ
ボ
ッ
ト
付
属
品

ロボット付属部品等カーゴ① １ １ １４６ ８０ １０７ １４５ 

ロボット付属部品等カーゴ② １ １ １２５ ８０ １０７ １４５ 

ロボット付属部品等カーゴ③ １ １ １９８ ８０ １０７ １４５ 

ロボット付属部品等カーゴ④ １ １ １２９ ８０ １０７ １４５ 

ロボット付属部品等カーゴ⑤ １ １ １９７ ８０ １０７ １４５ 

ロボット付属部品等カーゴ⑥ １ １ １５４ ８０ １０７ １４５ 

総重量：１，６０６ｋｇ 

ＵＡＶ：ドローン   空：空箱

支援資機材搬送訓練中においても，万一の支援センターへの事業者からの支援要請に備え，初動対応（偵察等）に必要な資機材は，支援センター内

に出動体制を整えて確保しているため，一部の支援資機材については，空箱とした。 

添
付
資
料
－
３
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支援資機材搬送時の支援センター員体制／搬送の所掌範囲 

１．体制 

Ｃ及びＤは，中型ロボット操作含む 

２．支援資機材搬送の所掌範囲 

（１）支援センター 

① 支援センター併設のヘリ離発着場における自衛隊ヘリ外での支援資機材の積込み作業 

② 美保分屯地での自衛隊ヘリ外での支援資機材の荷卸し作業及び事業者手配車両外での支

援資機材の積込み作業 

（２）自衛隊 

① 自衛隊ヘリ内での支援資機材の搭載，配置及び固縛 

② 支援資機材の美保分屯地までの空輸 

（３）事業者 

① 事業者手配車両への支援資機材の積込み（車両内），固縛 

② 支援資機材の美保分屯地から島根原子力発電所近郊までの搬送 

Ａ

指揮者

Ｂ

安全担当

Ｃ

運搬者

Ｅ

運搬者

Ｄ

運搬者

Ｆ

運搬者

自衛隊 事業者
連携 連携 

添付資料－４ 

島根原子力 

発電所近郊 
支援センター員積込み 支援センター員荷卸し，積込み 

自衛隊空輸 

事業者陸送 

支援センター車両 事業者手配車両 

CH-47 

美保分屯地 支援センターヘリ離発着場 

自衛隊，資機材配置・固縛 事業者，車内積込み・固縛 



支援資機材搬送訓練状況 
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デモンストレーション状況 

デモンストレーション概要 中型ロボットによる高線量物撤去 

無線重機による丸太撤去（ルート確保） 無線資機材操作（コントロール車内） ドローン等の展示 

添
付
資
料
－
６
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